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きりしまこくさいおんがくさい

霧島国際音楽祭
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毎
年
7
月
中
旬
か
ら
の
約
20
日
間
、
霧
島
市
の
み

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
を
中
心
に
鹿
児
島
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
霧
島
国
際
音
楽
祭
（
霧
音
）。
世
界
一

流
の
音
楽
家
た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
習
会

が
開
か
れ
、
多
く
の
音
楽
家
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ

ン
で
賑
わ
い
ま
す
。
そ
ん
な
霧
音
の
名
物
の
一
つ

が
期
間
中
の
序
盤
に
開
か
れ
る
野
外
ブ
ッ
フ
ェ

パ
ー
テ
ィ
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
、

郷
土
料
理
な
ど
多
彩
な
料
理
で
参
加
者
を
も
て
な

し
交
流
を
楽
し
み
ま
す
。
霧
島
の
自
然
と
食
、
人

の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
パ
ー
テ
ィ
は
、
参
加
者
の

楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
講
生
た

ち
に
自
宅
の
ピ
ア
ノ
と
練
習
の
場
を
提
供
す
る
「
ピ

ア
ノ
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
」
も
特
徴
の
一
つ
。
音
楽

祭
期
間
中
は
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
に
ピ
ア
ノ
の
音
色

が
響
き
、
霧
島
が
音
楽
に
染
ま
り
ま
す
。
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きりしまくめんだいこ

霧島九面太鼓

「
天
照
大
神
さ
ま
は
、
孫
の
瓊
瓊
杵
尊
に
、
三
種
の

神
器
で
あ
る
八
咫
の
鏡
・
八
尺
瓊
勾
玉
・
草
薙
剣

を
授
け
　
豊
芦
原
水
穂
国
を
高
天
原
（※

1
）
の

よ
う
に
す
ば
ら
し
い
国
に
す
る
た
め
、
天
降
る
よ

う
に
命
じ
ま
し
た
。（
中
略
）
瓊
瓊
杵
命
は
猿
田
彦

神
を
先
導
に
、
い
く
え
に
も
重
な
っ
た
雲
を
押
し

分
け
押
し
分
け
、
日
向
の
高
千
穂
の
地
に
天
降
ら

れ
ま
し
た…

」（
神
社
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
天
孫

降
臨
」
よ
り
）。

霧
島
神
宮
の
奉
納
太
鼓
で
あ
る
霧
島
九
面
太
鼓
。

霧
島
神
宮
の
宝
物
と
さ
れ
る
9
つ
の
面
を
着
け
、

全
身
全
霊
で
和
太
鼓
を
奏
で
る
さ
ま
は
圧
巻
で
す
。

表
現
し
て
い
る
の
は
、
天
孫
降
臨
の
神
話
を
も
と

に
し
た
国
の
始
ま
り
の
荘
厳
さ
と
勇
壮
さ
。
元
旦

の
霧
島
神
宮
で
の
奉
納
や
８
月
中
旬
の
天
孫
降
臨

霧
島
祭
で
は
、
そ
の
迫
力
の
演
奏
を
見
よ
う
と
県

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

※

1 

高
天
原…

日
本
神
話
に
お
い
て
多
く
の
神
々
が
す
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
国
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あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
に
ぎ
の
み
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
た
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や
さ
か
に
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ま
が
た
ま
　
　
く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
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は
ら
の
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ず
ほ
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ま
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ら
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の
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こ
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こ
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み
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